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スーパーマーケット景気動向調査 
 

2016年 2月調査結果（1月実績） 

（2016年 2月 23日公表） 
 

スーパーマーケット中核店舗を対象として経営動向や景気判断を調査し、月次でスーパーマーケッ

ト経営を取り巻く内外の環境変化を定量的に明らかにすることを目的としています。またスーパーマ

ーケット販売統計調査における売上変動の要因やカテゴリー別好不調要因を補足する役割を果たす

ことも期待しています。 

 

【経営動向調査】 

1.経営状況：「売上」「収益」「生鮮品仕入原価」「食品仕入原価」「販売価格」「客単価」「来客数」 

スーパーマーケット中核店舗における各経営状況について 

・前年同月と比較し「かなり増加」から「かなり減少」までの５段階で評価 

・前年同月を 100とした当月の値を調査 ※2014年 4月実績より 

2.カテゴリー動向：「青果」「水産」「畜産」「惣菜」「日配」「一般食品」「非食品」 

スーパーマーケット中核店舗における各カテゴリーに販売動向について、 

・前年同月と比較し「かなり好調」から「かなり不調」までの５段階で評価 

・各カテゴリーの好不調要因についてのコメント 

 

経営動向調査 DI（Diffusion Index）の算出方法  

回答構成比（％）に以下の点数を乗じて DIを算出  

かなり改善＋0.5・やや改善＋0.25・変わらない±0 ・やや悪化－0.25・かなり悪化－0.5  

※すべて企業が「変わらない」と回答した場合、DIは「0」 

 

【景況感調査】 

1.景況感：「景気状況」「消費者購買意欲」「店舗周辺の競合状況」「店舗周辺地域の景気」について、 

・２～３ヵ月前と比較した現状について「かなり改善」から「かなり悪化」まで 5段階で評価 

・今後２～３ヵ月の見通しについて「かなり改善」から「かなり悪化」までの 5段階で評価 

 

景況感 DI（Diffusion Index）の算出方法  

回答構成比（％）に以下の点数を乗じて DIを算出  

かなり改善＋1.0・やや改善＋0.75・変わらない＋0.5 ・やや悪化＋0.25・かなり悪化＋0  

※すべて企業が「変わらない」と回答した場合、DIは「50」 

 

 

一般社団法人 日本スーパーマーケット協会 

オール日本スーパーマーケット協会 

一般社団法人 新日本スーパーマーケット協会 
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2 月調査（1月実績）結果概況 

景気判断 DIは現状判断、見通し判断ともに改善を示す 

 

 
（）内は前月 DIとの増減、赤字はマイナス  

景気判断DI

当月：４８．２（＋２．１）

前月：４６．１

店舗周辺地域 景気判断DI

当月：４７．１（＋０．１）

前月：４７．０

消費者購買意欲DI

当月：４９．１（＋２．１）

前月：４７．０

周辺地域 競合状況DI

当月：４４．０（＋１．２）

前月：４２．８

店舗周辺地域 景気判断DI

当月：４６．５（－０．６）

前月：４７．１

消費者購買意欲DI

当月：４７．０（＋２．９）

前月：４４．１

周辺地域 競合状況DI

当月：４２．９（＋１．０）

前月：４１．９

現状判断

見通し判断

売上高DI

当月：３．２（＋５．２）

前月：－２．０

生鮮品仕入原価DI

当月：７．４（－０．４）

前月：７．８

販売価格DI

当月：５．８（－２．０）

前月：７．８

客単価DI
当月：７．２（＋７．８）

前月：－０．６

食品仕入原価DI

当月：９．４（－１．３）

前月：１０．７

来客数DI

当月：－３．２（±０）

前月：－３．２

経営動向調査

景気判断DI

当月：４５．２（＋１．２）

前月：４４．０

景況感調査

青果DI
当月：－６．１（－２．３）

前月：－３．８

畜産DI
当月：１２．１（＋１４．６）

前月：－２．５

水産DI
当月：１．０（＋３．５）

前月：－２．５

惣菜DI

当月：６．３（－２．９）
前月：９．２

非食品DI

当月：－１．５（＋８．２）
前月：－９．７

収益DI

当月：５．０（＋７．６）

前月：－２．６

カテゴリー動向

経営状況

日配DI

当月：１０．５（＋１１．８）
前月：－１．３

一般食品DI

当月：８．０（＋７．６）
前月：０．４

1 月のスーパーマーケット中核店舗における景気判断 DI 現状判断は前月から+2.1 の 48.2、見通し判

断は前月から+1.2の 45.2となり、共に前月からや小幅に改善をみせた。 

経営動向調査では、売上高 DIが 3.2（前月比+5.2）、収益 DI（前月比+7.6）と共に大幅な上昇をみせ

ている。前月、マイナスまで低下した客単価 DIが 7.2（前月比+8.8）とプラスを回復したことが経営環

境を好転させている。来客数 DIは横ばいの-3.2であるが、生鮮品・食品の両仕入原価 DIがゆるやかな

下降傾向をみせており、販売価格 DI 5.8（前月比-2.0）は下押しされつつある。 

カテゴリー動向結果は、中旬以降の気温低下による冬物需要の増加に加え、日曜日が一日多い曜日ま

わり、寒波予報による買いだめ需要なども加わり、畜産 DIと日配 DIが二桁のプラス、一般食品と非食

品でも前月に比べ大きく上昇する結果となった。一方で相場が落ち着きをみせてきた青果 DI は-6.1 と

低迷した。（カテゴリー動向については最終ページに詳細を掲載） 

景況感調査では、景気判断 DIや消費者購買意欲 DIが改善し、一旦下げ止まりとなった。しかし、周

辺地域景気判断 DI は、現状判断が横ばい、見通し判断はわずかなマイナスと弱含みな動きとなった。

そのため、2015年 5月をピークとした下降トレンドに変化はみられていない。（周辺地域景気動向 DI長

期傾向参照） 

 消費の低迷が懸念されている経済情勢のなかでも、様々な追い風を受け、総じて底堅い動きとなった。

一方で、仕入原価の落ち着きから販売価格が徐々に低下傾向をみせるなど、これまでの堅調な販売動向

を支えてきた構造に変化の兆しがみられている。当月は大きく上昇した客単価ではあるが、次月以降の

推移を注視していく必要がある。 
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2月調査（1月実績）結果詳細 Ⅰ．経営動向調査（2011年 4月～） 

 

1. 売上高 DI 

３ヵ月ぶりにプラス圏に回復 

 

 

2. 収益 DI 

３ヵ月ぶりにプラス圏に回復 

 

 

3. 販売価格 DI 

プラス圏で推移もゆるやかに下降傾向 

 

 

4. 客単価 DI 

再びプラス圏まで回復 

 

 

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

売上高（前月） 5.0 27.9 39.6 25.2 2.3 -2.0 

売上高（当月） 4.2 19.7 38.5 34.3 3.3 3.2

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

収益（前月） 4.2 29.4 41.1 22.9 2.3 -2.6 

収益（当月） 4.3 18.1 37.6 33.3 6.7 5.0

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

販売価格（前月） 0.0 9.1 51.1 39.3 0.5 7.8

販売価格（当月） 0.5 9.5 56.4 33.6 0.0 5.8

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

客単価（前月） 0.9 28.5 42.5 28.1 0.0 -0.6 

客単価（当月） 0.5 13.3 45.0 39.3 1.9 7.2
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5. 来客数 DI 

8か月連続でマイナスを記録も横ばい推移 

 

 

6. 生鮮仕入原価 DI 

2014年 11月以来の一桁水準まで低下後、横ばい推移 

 

 

 

 

7. 食品仕入原価 DI 

ゆるやかに下降を続け、2014年 7月以来の一桁水準まで低下 

 

 

 

 

  

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

来客数（前月） 4.5 33.3 34.2 26.1 1.8 -3.2 

来客数（当月） 4.2 31.6 39.2 22.6 2.4 -3.2 

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

生鮮仕入原価（前月） 0.9 13.0 43.1 40.3 2.8 7.8

生鮮仕入原価（当月） 1.0 12.4 45.9 37.3 3.3 7.4

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

食品仕入原価（前月） 0.9 5.5 46.3 44.5 2.8 10.7

食品仕入原価（当月） 0.5 5.2 52.9 39.0 2.4 9.4
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Ⅱ. 景況感調査（2011年 4月～／周辺地域景気判断のみ 2010年 4月～） 

 

1. 中核店舗景気判断 DI 

現状、見通し判断共にやや改善 

 

 

 

2. 消費者購買意欲 DI 

現状、見通し判断共にやや改善 

 

 

 

 

3. 中核店舗周辺競合状況 DI 

2 ヵ月連続で改善をみせる 

 

 

 

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】景気判断（前月） 2.3 21.6 66.7 8.6 0.9 46.1

【現状】景気判断（当月） 2.4 14.6 71.2 11.3 0.5 48.2

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】景気判断（前月） 3.2 23.9 67.1 5.4 0.5 44.0

【見通し】景気判断（当月） 2.4 23.3 65.2 9.0 0.0 45.2

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】購買意欲（前月） 1.4 19.8 69.4 8.6 0.9 47.0

【現状】購買意欲（当月） 0.9 14.6 71.7 12.7 0.0 49.1

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】購買意欲（前月） 1.4 25.2 68.9 4.5 0.0 44.1

【見通し】購買意欲（当月） 0.0 19.5 72.9 7.6 0.0 47.0

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】競合状況（前月） 4.1 23.4 69.8 2.7 0.0 42.8

【現状】競合状況（当月） 2.8 20.3 75.0 1.9 0.0 44.0

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】競合状況（前月） 4.1 26.1 68.0 1.8 0.0 41.9

【見通し】競合状況（当月） 3.3 23.3 71.9 1.4 0.0 42.9



6 

 

4. 中核店舗周辺地域景気判断 DI 

現状、見通し判断共に前月と変わらず、横ばいでの推移 

 

 

 

長期傾向（2010年 4月～） 

2012年 11月以降上昇を続けていた「中核店舗周辺地域景気判断 DI」は、2014年 4月の消費税率引き上

げの影響を受け下落した。その後 5 月に持ち直すものの、6 月～8 月まで横ばい推移、9月～11 月では再び

下落となった。消費税率引き上げ後、3 ヵ月周期でトレンドが変化し、方向感の見えにくい状況であった

が、12月以降は 6ヵ月連続の改善となり、2015年 5月には調査開始以降で最高水準にまで上昇をみせた。

その後 6 月以降は一転して下落が続いている。直近 11 月は下落の速度がやや早まったが、12月、1月は 2

ヵ月連続の横ばい推移で踏みとどまっている。 

引き続き 12 ヵ月平均線のみがわずかにプラスを維持しているものの、他の平均線はマイナス推移に転換

し、12ヵ月平均線の下方に位置しており、弱含みな状況であることが顕著になっている。 

 

現状判断（中長期傾向） 

 

見通し判断（中長期傾向） 

 

 

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】地域景気（前月） 0.9 14.9 79.7 4.5 0.0 47.0

【現状】地域景気（当月） 1.0 13.3 81.9 3.8 0.0 47.1

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】地域景気（前月） 0.5 14.4 81.5 3.6 0.0 47.1

【見通し】地域景気（当月） 0.0 17.8 78.4 3.8 0.0 46.5
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Ⅲ.カテゴリー別動向 

カテゴリー別動向 DIによる好不調判断 

かなり好調：20 以上・好調：10～20・やや好調：0～10 

かなり不調：-20以下・不調：-20～-10 ・やや不調：-10～0 

 

1. 青果 DI：-6.1（やや不調） 

 

前半は暖冬の影響で野菜相場安に加え、気温が高く鍋物商材が不調となり、中旬以降は降雪に伴

い相場が高くなり、気温の低下とともに鍋物商材が好調となりました。 

いちごは相場高と入荷不安定のため厳しかったという声が全国的に聞かれ、柑橘類も相場高傾向

ではありましたが、好調とのコメントが散見されました。 

2. 水産 DI：1.0（やや好調）  

 

海水温の上昇によるブリの不漁、シケが続き近海魚の水揚げ不良、そして前半は鍋物商材の不調

と厳しい月となりましたが、日曜日が一日多いことを追い風に刺身類や塩干物、気温低下後の鍋関

連が好調とのコメントがみられました。 

3. 畜産 DI：12.1（好調）   

 

気温低下による季節商材需要の増加を背景に好調となりました。牛肉の相場高が続き、拡売しに

くい状況が続く中、豚肉相場の落ち着きから、価格が低下し、好調であったとのコメントが多くみ

られました。保存が利くことから、降雪予報による買いだめ需要があったことも好調の要因と考え

られます。加工肉は、ＷＨＯの報道発表の影響が徐々に薄らぎ、回復傾向にあるとのコメントがみ

られました。 

4. 惣菜 DI：6.3（やや好調） 

 

正月商戦が短くなり、年始の寿司などハレの日メニューが伸び悩んだものの、正月明けのヘルシ

ー需要や、春を先取りした、たけのこや菜の花などを使用した弁当・惣菜の展開などにより好調に

推移しました。中旬以降は、気温低下により麺や煮物などのホットメニュー、受験生応援のカツな

どが好調とのコメントがみられました。 
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5. 日配 DI：10.5（好調） 

 

前半は気温が高く、アイスやデザートなどが好調に推移し、気温低下に伴い、豆腐やこんにゃく、

麺、練り物などの鍋商材が伸長しました。降雪予報による買いだめも発生し好調でした。インフル

エンザ流行の兆しで、機能性ヨーグルトの需要が高いとのコメントがみられました。 

 

6. 一般食品：8.0（やや好調） 

 

前半は気温が高く、鍋つゆやカップ麺などホット商材が伸び悩む一方で、飲料やカレー関連など

が支持されました。後半は、降雪予報による買いだめ需要が発生し、米、水、カップ麺、缶詰など

が売り上げを好調であったとのコメントがみられました。 

 

7. 非食品 DI：-1.5（やや不調） 

 

後半から気温が低下し、衣料、マスク、カイロ、入浴剤、ハンドクリームなど冬物、防寒関連商

品が動くようになりました。ドラッグストアやホームセンターとの競合を指摘するコメントが多く

みられました。 

 

2016年 2月調査（1月実績）キーワード TOP3 

1. 日曜日が一日多い 

2. 天候要因（中旬以降気温低下） 

 3.  寒波による買いだめ需要 

 

スーパーマーケット景気動向調査 

1月実績速報版集計 213社 

12月実績確報版集計 222社 

 

スーパーマーケット景気動向調査に関するお問い合わせ  

tokei@super.or.jp 

 


